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〈
研
究
論
文
〉カ

メ
の
報
恩
@
ス
ッ
ポ
ン
の
報
復

柴
田

芳
成

思
本
古
典
文
学
を
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
表
れ
た
人
々
の
思
い
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
。
取
り
上
げ
る
の
は
カ
メ
類
の
登

場
す
る
説
話
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
古
代
・
中
世
の
説
話
や
物
語
で
の
カ
メ
の
姿
を
概
観
し
、
次
い
で
近
世
の
様
相
を
見
て
ゆ
く
こ
と

本
稿
で
は
、

に
す
る
。

カ
メ
が
登
場
す
る
古
代
・
中
世
の
説
話
を
な
が
め
る
と
、

い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

【
資
料1
】

故
、
英
ノ
国
従
り
上
り
幸
す
時
、
亀
甲
に
乗
り
て
、
釣
為
乍
、
打
羽
挙
り
来
る
人
、
速
吸
門
に
遭
ひ
ぬ
。

中
巻

{
資
料
2
}
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
・
第
十
段
一

彦
火
火
出
見
尊
、
巴
に
郷
に
還
一
り
て
、
部
ち
鴎
鶴
の
羽
を
以
て
、
葺
き
て
産
屋
を
為
る
。

に
大
畠
聞
に
叡
り
て
、
女
弟
玉
依
姫
を
将
ゐ
て
、
海
を
光
し
て
来
到
る
。

の
蓋
未
だ
ム
口
へ
ぬ
に
、
政
一
旦
玉
娘
、
剖
川
町

【
資
料3
】
吋
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本

「
我
ハ
依
宣
旨
参
也
。
自
海
中
誰

へ
参
ル
者
ア
ル
。
便
船
セ
ン

ト

ヘ
バ
、
早
亀
〔
ト
云
亀
〕
、
近
ク

テ
、
(
略
)
州
制
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ノ
甲
ニ
乗
テ
、
御
神
楽
ノ
終
ヌ
前
一
一
常
陸
ノ
国
ヨ
リ
豊
浦
ニ
着
ク
。

【
資
料1
】
は
神
武
東
征
の
折
、
吉
備
国
高
島
宮
を
発
っ
て
楠
根
津
日
子
と
出
会
う
場
面
、
【
資
料
2

】
は
豊
玉
姫
が
彦
火
火
出
見
尊
の

用
意
し
て
い
る
産
屋
に
や
っ
て
来
る
場
面
、
{
資
料
3

】
は
安
曇
磯
良
が
神
功
皇
后
の
下
へ
参
上
す
る
場
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
人
物
も

カ
メ
に
乗
っ
た
姿
で
現
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
昔
話
「
猿
の
生
き
肝
(
く
ら
げ
骨
な
し
)
」
の
猿
も
カ
メ
の
背
に
乗
り
海
中
へ
連
れ
て
行

の
花
売
り
も
カ
メ
の
背
に
乗
り
水
中
へ
と
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
現
在
一
般
に
語
ら
れ
る
「
浦

か
れ
よ
う
と
す
る
し
、
「
竜
宮
童
子
」

島
太
郎
」
の
昔
話
も
同
様
で
あ
る
。

カメの報思・スッポンの報復(柴田)

も
ち
ろ
ん
、
人
聞
が
乗
用
に
使
っ
た
動
物
は
馬
な
ど
他
に
も
い
る
が
、
カ
メ
と
他
の
動
物
と
の
違
い
を
最
も
印
象
づ
け
て
い
る
、
平
ら

で
は
な
い
ま
で
も
、
比
較
的
堅
く
安
定
し
た
面
で
あ
る
甲
羅
の
存
在
が
、
こ
れ
ら
の
話
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

カ
メ
の
背
・
甲
羅
に
乗
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
次
の
話
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
加
え
ら
れ
る
。

【
資
料4
】
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
威
陽
宮
」

始
皇
、
官
軍
を
つ
か
は
し
て
、
燕
丹
が
わ
た
ら
ん
時
、
河
な
か
の
橋
を
踏
ま
ば
お
つ
る
様
に
し
た
、
め
て
、
燕
丹
を
わ
た
ら
せ
け
る

に
、
な
じ
か
は
お
ち
い
ら
ざ
る
べ
き
、
河
な
か
へ
お
ち
入
ぬ
。

さ
れ
ど
も
ち
ッ
と
も
水
に
も
お
ぼ
れ
ず
、
平
地
を
行
ご
と
く
し
て
、

む
か
へ
の
岸
へ
つ
き
に
け
り
。
こ
は
い
か
に
と
思
ひ
て
、
う
し
ろ
を
か
へ
り
見
け
れ
ば
、
割
訓
叫
利
川
引
引
斗
川
判
判
明
削
矧
凶
制
対

刺
叫
判
叫
引
制
刈
剰
寸
1
J
叶
引
制
劃
ぺ
甘
割
引
剖
剖
刈
叶
叶
刻
。

燕
の
太
子
丹
が
カ
メ
の
甲
羅
の
上
を
歩
み
行
く
こ
と
で
難
を
逃
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
報
思
霞
の
要
素
と
も
か

ら
み
つ
つ
、
近
世
の
仏
教
説
話
集
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

【
資
料5
】
『
善
悪
報
ぱ
な
し
』
巻
三
の
八
「
慈
悲
あ
る
人
海
上
を
渡
る
に
舟
破
損
し
、
亀
に
助
け
ら
る
る
事
」

あ
る
人
、
若
狭
の
小
浜
に
て
、
子
供
四
、
五
人
集
り
、
亀
を
一
つ
取
っ
て
打
ち
殺
さ
ん
と
す
る
を
、
此
の
人
行
き
合
せ
、
子
供
を
す

か
し
、
亀
を
と
っ
て
海
へ
放
ち
ゃ
り
け
り
。
あ
る
時
、
此
の
人
商
売
の
た
め
に
、
北
国
へ
下
り
け
る
が
、
即
ち
小
浜
よ
り
舟
に
乗
り

け
り
。
折
ふ
し
風
激
し
く
し
て
、
既
に
舟
覆
し
け
り
。
水
手
を
は
じ
め
、
船
中
の
人
々
五
、
六
十
、
海
中
の
水
屑
と
な
り
う
せ
ぬ
。



中
に
も
か
の
亀
を
助
け
し
人
ば
か
り
、
只
一
人
残
り
、
何
の
子
細
も
な
く
て
、
向
ふ
ま
で
は
一
里
ば
か
り
も
有
る
ら
ん
と
思
ふ
湊
へ
、

な
ん
な
く
打
ち
上
り
け
り
。
け
れ
ど
も
不
思
議
の
思
ひ
を
な
し
、
跡
を
顧
り
見
け
れ
ば
、

さ
ら
さ
ら
と
平
地
を
行
く
が
如
く
し
て
、

亀
ど
も
鋼
千
万
と
い
ふ
数
し
ら
ず
刈
甲
を
ひ
し
と
鼎
開
劃
司
劃
ぺ
叫
打
ち
続
き
ゐ
け
り
。
さ
て
は
亀
の
我
を
助
け
け
る
よ
と
嬉
し
く

て
、
小
浜
に
て
亀
一
つ
助
け
し
事
を
思
ひ
出
し
、
恩
徳
の
ほ
ど
を
思
ひ
け
る
が
、
人
の
物
を
知
ら
ぬ
は
、
虫
類
に
も
遥
か
に
劣
れ
り

と
知
る
べ
し
。
此
の
は
な
し
は
、
若
狭
の
人
の
語
ら
ひ
け
る
。
明
暦
比
の
事
也
。

い
ず
れ
の
話
も
水
辺
の
話
題
で
あ
り
、

第 36 号 (2010)

カ
メ
が
水
陸
両
方
の
世
界
に
生
き
る
動
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
甲
羅
以
外
の
カ
メ
の
身
体
的
特
徴
に
関
わ
る
説
話
と
し
て
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
八
第
三
三
話
「
大
蔵
大
夫
紀
助
延
郎
等
、

唇
被
咋
亀
語
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ふ
ざ
け
て
カ
メ
に
キ
ス
を
し
よ
う
と
し
た
紀
助
延
の
郎
等
が
唇
を
噛
み
合
わ
さ
れ
て
大
難
儀
に
遭
っ
た

と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
実
は
生
物
と
し
て
の
カ
メ
に
は
歯
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
強
力
な
吸
引
力
を
も
っ
て
噛
み
つ
か
れ
た
と

み
た
も
の
で
あ
ろ
う
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
脚
注
に
は
、
出
典
未
詳
な
が
ら
、
法
苑
珠
林
・
六
十
五
に
あ
る
簡
の
口
で
淫
行
を
試
み

て
噛
み
つ
か
れ
た
猿
の
説
話
が
源
泉
か
と
注
記
さ
れ
る
)
。

次
に
、
実
物
の
カ
メ
か
ら
離
れ
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
、
吉
祥
と
し
て
の
カ
メ
が

日本語・日本文化

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
『
続
日
本
紀
』
に
は
次
に
示
す
よ
う
に
瑞
祥
と
し
て
の
カ
メ
の
奉
献
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
契
機
と
し

た
改
元
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

-
文
武
天
皇
元
年
九
月
、
白
繁
献
上

・
和
銅
八
年
八
月
に
霊
亀
献
上
、
九
月
に
「
霊
亀
」
と
改
元

-
養
老
七
年
九
(
十
)
月
に
白
亀
献
上
、
翌
八
年
二
月
に
「
神
亀
」
と
改
元

・
神
護
景
雲
四
年
八
月
に
白
亀
献
上
、
十
月
に
「
宝
亀
」
と
改
元

こ
れ
ら
は
「
白
」
い
こ
と
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
が
、

ま
た
別
の
見
方
と
し
て
、
神
仏
の
化
身
と
語
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
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間

{
資
料6
}
『
今
昔
物
語
集
』
巻

七
第
二
六
話
「
賀
亀
放
男
、
依
地
蔵
助
活
諮
問
」

(
略
)
夫
、
程
ヲ
経
テ
妻
ニ
語
テ
云
ク
、
「
我
レ
死
シ
時
キ
、
官
人
一
一
被
捕
テ
、
追
テ
将
行
キ
。
広
キ
野
ノ
中
ヲ
過
シ
ニ
、

ノ
門
ニ
至
ヌ
。
其
ノ
門
ノ
前
ノ
鹿
ヲ
見
レ
パ
、
多
ノ
人
ヲ
縛
伏
タ
リ
。
心
ノ
内
ニ
恐
ヂ
怖
レ
思
フ
事
無
限
シ
。
而
ル
問
、

厳
ナ
ル
小
僧
出
来
テ
云
ク
、
「
削
叶1
制
剤
割
閣
制
。
此
ノ
男
ハ
我
ガ
為
一
一
思
ヲ
施
セ
ル
者
也
。
我
レ
有
情
ヲ
利
議
セ
ム
ガ
為
一
一
、

彼
近
江
国
ノ
江
ノ
辺
ニ
シ
一
ア
、
大
ナ
ル
亀
ノ
身
ト
シ
テ
有
リ
シ
。
海
人
ノ
為
ニ
被
引
捕
テ
、
命
ヲ
被
殺
ム
ト
セ
シ
ニ
、
此
ノ
男
慈
ノ

心
ヲ
発
シ
テ
、
亀
ヲ
買
取
テ
命
ヲ
助
ケ
テ
、
江
ノ
中
ニ
放
テ
キ
。
然
レ
パ
、
速
ニ
此
ノ
男
一
月
免
放
シ
」
ト
。
官
人
此
レ
ヲ
間
一
ア
、
男

一
ノ
官
舎

一
人
ノ
端

カメの報恩・スッポンの報復(柴E日)

ヲ
免
シ
ツ
。
(
略
)

{
資
料7
】
『
古
今
著
開
集
』
釈
教
第
ニ
「
貞
崇
法
師
、
火
雷
天
神
と
問
答
の
事
」

法
平
一
冗
年
の
夏
の
比
、
良
山
間
刑
法
師
東
寺
の
坊
に
て
経
を
読
み
け
る
に
、
大
き
な
る
亀
出
で
来
た
り
て
見
え
け
り
。
非
常
の
も
の
と
思

心
を
専
ら
に
し
て
経
を
読
み
け
る
に
、
し
ば
し
あ
り
て
て
、
こ
の
亀
天
に
入
り
け
り
。
次
の
目
、
火
雷
天
神
、

ひ
て
み
ず
、

形
を
現
じ
給
ひ
て
、
貞
崇
に
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
「
我
、
昨
臼
物
語
せ
ん
と
思
ひ
し
に
、
我
を
見
ざ
り
し
、
本
意
を
背
け
り
」
。
貞
崇

こ
た
へ
申
し
て
云
は
く
、
「
昨
日
た
だ
大
き
な
る
亀
を
見
る
。
崇
神
と
は
知
り
た
て
ま
つ
ら
ず
。
位
し
あ
や
し
む
と
こ
ろ
は
、
雷
天

に
沖
る
こ
と
を
」
。
神
の
の
た
ま
は
く
、
「
わ
れ
、
も
と
の
悪
心
に
よ
り
て
苦
を
う
く
。
汝
、
我
が
形
を
見
る
べ
し
」
と
て
、
即
ち
現

の
図
に
似
た
り
。
際
よ
り
し
も
は
、

み
な
鮭
の
ご
と
し
。
又
神
の
の
た
ま

じ
給
ひ
け
り
。
貞
崇
見
た
て
ま
つ
る
に
、
上
の
体
、

は
く
、
「
腰
の
し
も
常
に
火
も
ゆ
る
が
ご
と
し
。
六
月
に
ま
た
内
裏
へ
参
ら
ん
と
忠
ふ
な
り
」
と
の
た
ま
ひ
あ
て
、
削
則
見
え
給
は
ず
。

【
資
料6
}
で
は
地
蔵
が
、
【
資
料7
】
で
は
火
雷
神
が
、
人
間
世
界
に
カ
メ
の
姿
を
と
っ
て
現
れ
て
い
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
人

間
の
身
近
に
化
現
す
る
神
仏
と
い
う
点
で
良
い
イ
メ
ー
ジ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

て
カ
メ
の
身
体
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
で
は
罪
業
の
報
い
と
し

【
資
料8
}
『
今
昔
物
語
集
』
巻
七
第
四
六
話
「
真
寂
寺
商
品
如
、
得
閤
魔
王
請
語
」

(
略
)
躍
如
答
テ
云
ク
、
「
我
レ
、
閣
魔
王
ノ
請
ヲ
得
テ
、
王
ノ
許
ニ
諸
タ
リ
ツ
。
王
ノ
命
ニ
依
テ
、
道
ヲ
行
フ

七
日
ニ
満
テ
後
、
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王
ノ
宣
ハ
ク
、
「
汝
ヂ
、
死
タ
ル
父
母
ノ
有
様
見
ム
ト
周
フ
ヤ
否
ヤ
」
ト
。
「
願
ク
ハ
見
ム
ト
思
フ
」
ト
申
ス
時
一
一
、

召
ス
ニ
、

玉
、
人
ヲ
遺
テ

ノ
亀
来
夕
日
ノ
。
恵
如
ガ
足
ノ
裏
ヲ
祇
テ
、
目
ヨ
リ
涙
ヲ
出
シ
テ
去
ヌ
。
王
ノ
宣
ハ
ク
、
「
何
ゾ
、
今
一
人
ハ
不
将
来
ゾ
」

一
人
ハ
極
テ
罪
重
ク
シ
テ
不
可
召
ズ
」
ト
。
(
略
)

ト
。
使
答
一
ア
云
ク
、

{
資
料9
}
『
文
明
本
節
用
集
』
世
部

員~ 36 号 (2010)

罰
悪
〈
法
苑
珠
林
元
麿
ノ
遂
州
ノ
人
鵡
ノ
文
信
、
貞
観
光
年
ニ
暴
死
ス
、
〕
テ
云
、
閣
王
ノ
所
一
一
至
、

王
問
ニ
何
ノ
功
徳
ヲ
修
ス
ル
カ
ト
、
僧
云
ハ
ク
唯
ダ
入
金
剛
般
若
ヲ
諦
ス
ト
、
王
驚
起
合
掌
シ
品
畳
間
哉
ト
讃
ム
、
般
若
ヲ
諦

ス
ハ
当
ニ
昇
天
ヲ
得
ベ
シ
ト
、
次
文
信
ヲ
喚
テ
間
フ
、
信
答
フ
唯
ダ
庚
信
ノ
文
章
ヲ
好
ム
ト
、
到
割
ベ
パ
劇
伺
ぺ
対
鯛
刈
制

1

吋
弼

剖
到
則
判
川1
封
筒
到
引
出
合
1
」
割
刻
現
汁
川
、
少
時
一
人
道
ヲ
来
ル
、
我
ハ
庚
信
ナ
リ
、
在
世
ノ
時
、
文
章
ヤ
ヲ
作
リ
、
妄
ニ

仏
経
ヲ
引
キ
以
テ
俗
議
-
一
雑
シ
、
仏
経
ヲ
誹
諒
シ
テ
、
一
宮
口
ク
孔
老
之
教
一
一
及
パ
ズ
、
今
亀
身
ノ
苦
ヲ
受
ク
、
大
蔵
一
覧
〉

賞

一
日
〔

僧
ヲ
見
ル
、

【
資
料8
}
で
は
、
死
後
の
父
、
あ
る
い
は
母
が
カ
メ
の
姿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
{
資
料

9
}
で
も
生
前
に
仏
経
を

そ
の
動
き
の
鈍
さ
に
身
体
の
不
自
助
さ
を
認
め

日王将器・臼本文化

軽
ん
じ
た
が
た
め
に
カ
メ
の
身
と
な
る
苦
を
受
け
て
い
る
と
告
白
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
【
資
料
8
}
の
山
出
山
典
は
吋
翠
管

いh
、
ず
ず
れ
も
輸
入
さ
れ
た
話
で
あ
る
。
今
回
の
謂
査
で
は
、
B

本
の
話
と
し
て
カ
メ
を
罪
業
の
報
い
と
語
る
話
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
み
る
報
恩
曹
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
関
連
し
て
、
カ
メ
に
対
し
て
は
あ
ま
り
悪
い
印
象
は
抱
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
吉
祥
や
神
仏
と
は
異
な
る
、
よ
り
卑
近
な
象
徴
と
し
て
は
、
夫
婦
げ
ん
か
の
折
に
、
夫
が
自
ら
の
男
根
を
切
っ
た
ふ
り
を
し
て

カ
メ
の
首
を
妻
に
示
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
(
『
古
今
著
間
集
』
興
一
冨
利
口
第
二
五
「
蔵
人
某
の
妻
珍
索
服
の
事
」
)
。

右
に
カ
メ
の
身
体
的
特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
る
話
を
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
要
素
も
含
み
つ
つ
、
古
典
文
学
の
世
界
で
最
も
多
い
パ
タ
ー

ン
は
思
返
し
を
し
た
カ
メ
の
話
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
山
陰
中
納
言
の
説
話
は
著
名
で
、
に
記
載
さ
れ
る
。

{
資
料
叩
}
『
宝
物
集
』
巻
六

主王

山
蔭
の
中
納
言
と
申
け
る
人
の
、

わ
か
、
り
け
る
時
、
桂
川
に
て
あ
そ
び
け
る
と
き
、
鵜
餌
、
亀
を
こ
ろ
さ
ん
と
し
け
る
と
こ
ひ
う
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中

ノ、

け
て
、
衣
に
か
へ
て
生
け
た
り
け
る
を
お
も
ひ
し
り
て
、
太
宰
の
大
弐
に
成
て
く
だ
り
け
る
に
、
継
母
の
、
一
一
一
に
な
り
け
る
若
殺
を

制
剖
制
対
は
引
例
制
対
凶
割
q

刺
叫
引
制
甘
割
引
例
制
行
可
制
叫
叫
剖
可

μ
出

あ
ま
や
ち
の
や
う
に
て
権
に
お
と
し
入
て
、

カメの報恩・スッポンの報復(柴悶)

し
て
と
ら
せ
て
有
刷
る
事
侍
り
一
け
り
。
其
若
君
、
お
ひ
た
ち
て
法
師
に
成
て
名
を
ば
如
無
と
ぞ
申
け
る
。
後
は
僧
都
ま
で
な
り
て
、

如
無
償
都
と
申
は
是
也
。
人
、
木
石
に
あ
ら
ず
、
亀
雀
思
を
し
れ
り
と
申
も
理
に
ぞ
侍
る
め
る
。

{
資
料
日
】
吋
十
訓
抄
』
一
ノ
五

わ
が
朝
に
は
山
陰
中
納
言
、
筑
紫
へ
下
り
給
ひ
け
る
道
に
、
鵜
銅
の
殺
さ
む
と
し
け
る
亀
を
、
買
ひ
て
放
ち
て
け
り
。
そ
の
の
ち
、

若
君
の
ニ
つ
ば
か
り
な
る
を
具
し
給
へ
る
を
、
制
矧1
剖
矧
叫
叫
剖
制
剖
寸
1
4
叫
叫
d
q
u叫
出
掛
例
制
叫
叫
梢
外
叫
可
制
叫
一
落

リ
川
料
1
4

割
引
間
1

剥
剖
剖
U
剖
闘
訓
同
訓
叫1
制
叫
寸
刻
笥
引
叫
刑
制
明
叫
剰
剖
可
剖
叫
凶
剖
叫
闘
剖
剖
引
州
判
叫
、
取

り
上
げ
て
け
り
。
こ
の
こ
と
、
如
無
僧
都
の
物
語
と
て
、
人
ご
と
に
知
れ
り
。
こ
ま
か
に
書
か
ず
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

カ
メ
を
助
け
た
こ
と
が
後
に
我
が
身
の
安
全
や
福
徳
に
つ
な
が
る
話
は
多
い
。

{
資
料
ロ
}
『
日
本
霊
異
記
』
上
七
「
亀
の
命
を
購
ひ
て
生
を
放
ち
て
現
報
を
得
亀
に
助
け
ら
る
る
縁
」

禅
師
弘
済
は
、
百
済
国
の
人
な
り
。
(
略
)
時
に
海
の
辺
の
人
大
き
な
る
亀
田
口
を
売
る
。
禅
師
人
に
勧
へ
て
賀
ひ
て
放
た
し
む
。
(
略

|
海
賊
の
難
に
遭
う

i
)
惑
に
願
を
発
し
て
海
の
中
に
入
る
。
水
腰
に
及
ぶ
時
に
石
を
以
ち
て
脚
に
当
つ
。
其
の
暁
に
見
れ
ば
、
亀

負
へ
り
。
其
の
備
中
の
浦
に
し
て
、
海
の
辺
に
、
其
の
亀
三
額
き
て
去
る
。
是
れ
放
て
る
亀
の
恩
を
報
ゆ
る
か
と
疑
ふ
。
(
略
)

一
資
料
日
】
吋
雑
談
集
』
「
万
物
精
霊
事
」

唐
ノ
泉
州
ニ
、
厳
恭
ト
云
者
ア
リ
ケ
リ
。
(
略
)
海
路
ニ
亀
ヲ
五
十
、
船
ニ
入
テ
売
ラ
ン
ト
ス
。
行
者
ニ
プ
ヒ
テ
、
亀
ハ
コ
ト
ニ
命

ヲ
ヲ
シ
ム
者
也
。
助
タ
ク
忠
テ
、
「
我
ニ
五
万
ノ
銭
有
ヮ
。
彼
ヲ
買
ハ
ン
」
ト
云
。
即
売
了
ヌ
。
(
略
l

亀
を
売
っ
た
船
人
の
船
沈
む
)

親
ガ
家
ニ
、
黒
衣
著
タ
ル
客
人
、
五
十
人
来
テ
、
「
厳
恭
ノ
説
テ
ヲ
ハ
ス
ル
銭
五
万
請
取
給
へ
」
ト
テ
湿
タ
ル
銭
ヲ
持
テ
来
ル
。
(
略
)

【
資
料
印
}
に
「
亀
雀
恩
を
し
れ
り
と
山
中
も
理
に
ぞ
侍
る
め
る
」
と
あ
る
が
、
【
資
料
日
】
の
引
用
直
前
に
も
「
楊
宝
は
黄
雀
の
病
を
た

す
け
て
、
そ
の
報
を
う
け
、
孔
愉
は
白
骨
喝
の
命
を
生
け
て
、
か
の
酬
い
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
蒙
求
』
の
「
楊
宝
黄
雀
」
「
孔
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愉
放
亀
」
を
受
け
る
か
と
思
し
い
。
{
資
料
ロ
】
、
【
資
料
日
】
も
原
拠
は
吋
冥
報
記
』
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
説
話
で
あ
り
、

日
本
だ

カ
メ
を
助
け
る
こ
と
の
功
徳
は
、

そ
の
長
命
を
守
っ
て
や
る
こ
と
に
あ
り
、
放
亀
の
風
習
も
あ
る
。
山
陰
中
納
言
が
カ
メ
を
買
い
取
っ
た
相
手
は
鵜
飼
で
あ
っ
た
が
、
『
梁

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
に
お
い
て
も
カ
メ
は
恩
返
し
す
る
生
き
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

塵
秘
抄
』
に
は
、
著
名
な
「
鵜
錦
は
可
憐
し
ゃ
、
万
劫
年
経
る
亀
殺
し
」
(
三
五
五
番
)
句
の
ほ
か
に
も
、
カ
メ
の
長
生
を
謡
う
文
句
が

多
く
、
{
資
料
7

】
の
地
獄
で
地
蔵
に
会
っ
た
男
も
、
き
っ
か
け
は
海
人
が
捕
ら
え
た
カ
メ
を
「
亀
ハ
此
レ
、
命
、
氷
キ
者
也
」
と
し
て
助

け
て
や
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

第 36 号 (2010)

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
古
代
・
中
世
に
は
、

カ
メ
は
水
陸
間
世
界
を
行
き
来
す
る
動
物
と
し
て
、
と
き
に
人
間
を
乗
せ
て
運
ぶ
こ
と

が
あ
り
、

そ
の
長
命
に
よ
っ
て
め
で
た
い
動
物
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
恩
に
報
い
る
動
物
と
し
て
数

多
く
の
話
が
倍
え
ら
れ
た
。

な
お
、

日
本
の
古
典
作
品
に
現
れ
る
カ
メ
で
最
も
有
名
な
も
の
は
、
浦
島
説
話
の
そ
れ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ

カ
メ
は
浦
島
が
海
上
で
釣
り
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
近
代
の
教
科
書
で
庄
倒

日本語・日本文化

う
に
、
吋
風
土
記
逸
文
』
『
万
葉
集
』
か
ら
お
伽
草
子
ま
で
、

的
に
流
布
し
た
、
そ
し
て
現
在
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、
子
ど
も
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の
を
助
け
て
や
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
滞
島
説
話
の
諮
ら
れ
方
の
移
り
変
わ
り
は
、
カ
メ
に
対
す
る
、
人
知
の
及
ば
な
い
水
中
世
界
と
交
渉
を
も
っ
と
い
う
不
思
議
さ
が
後

退
し
、
人
間
の
理
解
で
き
る
、
そ
し
て
手
本
と
も
な
る
忠
義
に
厚
い
動
物
へ
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
を
も
表
し
て
い
る
。

ーヒ

次
に
、
近
世
の
カ
メ
説
話
で
あ
る
が
、
随
筆
な
ど
に
長
命
に
関
す
る
話
題
や
大
亀
へ
の
驚
異
が
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
と
ま

り
を
も
っ
た
話
と
し
て
は
、
出
版
を
通
し
て
、
古
代
・
中
世
の
説
話
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
お
り
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら

そ
れ
ら
が
受
け
入
れ
ら
れ
続
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
カ
メ
に
対
す
る
人
々
の
見
方
は
そ
の
点
で
は

の
変
化
は
少
な
い
。

つ
ま
り
は
、
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i¥ 

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
近
世
以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
話
題
も
現
れ
て
く
る
。
古
代
・

(
主
と
し
て
)
文
学
作
品
の
な
か
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ス
ッ
ポ
ン
と
こ
と
わ
っ
て
登
場
し
て
く
る
カ
メ
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

中
世
ま
で
の

近
世
に
は
ス
ッ
ポ
ン
の
話
題
が
極
め
て
偏
っ
た
特
徴
を
も
っ
て
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

話
題
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
い
く
ら
か
長
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
以
下
の
各
資
料
の
引
用
は
な
る
べ
く
話
の
全
体
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

カメの級感・スッポンの報復(柴田)

{
資
料
比
}
『
観
音
冥
応
集
』
巻
一
一
一
第
六
話

(
前
略)
O
元
禄
十
六
年
葵
未
ノ
秋
、
摂
州
大
坂
中
ノ
嶋
、
西
簡
大
名
ノ
屋
鋪
ノ
武
士
、
多
ク
鑑
ヲ
捕
リ
テ
、
河
浜
ニ
臨
テ
庖
丁
ス
。

頭
ヲ
切
テ
捨
テ
、
其
甲
ノ
肉
ヲ
煮
テ
食
シ
皐
レ
ド
モ
、
猶
彼
ノ
頚
ハ
死
セ
ズ
シ
テ
動
キ
、
口
司
ノ
開
ク
体
、
目
モ
当
ラ
レ
ヌ
浅
猿
シ
キ

事
共
ナ
リ
。
然
ル
ニ
、
庖
丁
人
誤
テ
摩
那
箸
ヲ
深
キ
水
中
ニ
堕
一
シ
ヌ
。
「
誰
ガ
ナ
水
ニ
入
テ
此
箸
ヲ
拾
ヒ
挙
ヨ
」
ト
云
。
漸
ク
涼
シ

キ
節
ナ
レ
パ
、
水
ハ
深
シ
、
我
コ
ソ
水
ニ
入
ン
ト
云
モ
ノ
ナ
シ
。
時
ニ
十
七
八
可
ナ
ル
意
的
資
ア
リ
。
「
汝
、
若
役
一
一
テ
水
ニ
入
レ
」

ト
云
。
輩
竪
開
テ
、
点
慧
キ
者
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
「
畏
リ
ヌ
」
ト
テ
、
先
戯
ニ
興
プ
ラ
ン
ト
テ
、
縄
ヲ
以
一
ア
最
大
ナ
ル
髄
ノ
足
ヲ
堅
ク

結
テ
、
水
中
ニ
入
テ
、
縄
ヲ
持
テ
臼
ク
、
「
汝
出
没
、
諦
聴
諦
線
、
善
思
念
之
。
水
中
一
一
入
テ
摩
那
箸
ヲ
尋
ネ
衡
テ
出
パ
、
此
度
汝

ガ
命
ヲ
救
ク
ベ
シ
。
然
ラ
ズ
ン
パ
、
入
居
つ
晩
肴
ト
ナ
ル
ベ
キ
ゾ
」
ト
テ
、
水
中
ヲ
引
田
リ
テ
挙
タ
レ
パ
、
郎
チ
箸
ヲ
衡
テ
出
ヌ
。
諸
人

驚
キ
テ
、
伺
ト
ヤ
ラ
ン
、
気
味
ア
シ
ケ
レ
パ
、
其
臼
捕
タ
ル
出
没
ヲ
、
皆
河
中
ニ
放
チ
、
既
一
一
届γ
セ
シ
肉
ヲ
モ
、
悉
ク
河
水
ニ
捨

テ
食
セ
ザ
リ
ケ
リ
。
近
代
ノ
珍
事
ナ
リ
ト
テ
、
面
会
ニ
見
タ
ル
人
、
物
語
セ
リ
。
然
レ
パ
、
毛
宝
ガ
白
亀
、
楊
宝
ガ
黄
袋
ノ
、
恩
ヲ

報
ゼ
シ
唐
ノ
例
シ
モ
妄
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
山
陰
中
納
言
ノ
亀
、
近
江
ノ
潟
水
ノ
亀
ノ
縁
モ
、
豊
浮
説
ナ
ラ
ン
ヤ
。

料
理
の
た
め
に
用
意
し
て
い
た
ス
ッ
ポ
ン
に
、
水
中
に
取
り
落
と
し
た
箸
を
拾
い
上
げ
た
ら
助
け
て
や
ろ
う
と
戯
れ
に
言
っ
た
と
こ
ろ
、

は
た
し
て
ス
ッ
ポ
ン
が
箸
を
く
わ
え
て
戻
っ
た
の
で
、
人
々
は
気
味
悪
く
感
じ
、
そ
の
肉
を
食
さ
ず
に
終
わ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
観

音
冥
応
集
』
は
、
真
言
僧
の
蓮
体
が
観
音
霊
験
説
話
を
編
纂
し
た
作
品
で
あ
り
、
宝
永
二
年
(
の
編
纂
。
こ
こ
に
書
き
留
め

七
O
五
)

ら
れ
た
元
禄

の
事
柄
と
い
う
の
は
ご
く
最
近
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蓮
体
に
と
っ
て
、
本
話
を
語
る
意

図
は
、
末
尾
の
「
然
レ
パ
」
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
通
り
、
動
物
も
患
に
報
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
は
殺
生
の
戒
め
を
説

六
年
(
一
七
O
一
一
一
)
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く
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
話
自
体
は
そ
の
よ
う
な
仏
教
的
な
文
脈
に
回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

{
資
料
日
】
『
〈
近
代
見
開
〉
善
悪
業
報
因
縁
集
』
「
泥
亀
を
助
ベ
き
約
束
を
変
じ
報
を
受
る
事
」

明
利
割
引
の
事
な
り
し
。
劇
州
開
叫
出
川
倒
剤
、
泥
晶
砲
を
料
理
す
る
を
渡
世
と
す
。
或
臼
流
亀
を
料
理
せ
ん
と
、
弁
の
側
に
て
庖
了

を
と
が
ん
と
す
る
所
に
、
あ
や
ま
っ
て
庖
了
を
井
の
内
へ
落
し
け
り
。
取
上
ベ
き
手
段
な
く
て
、
滞
亀
に
向
ひ
申
け
る
は
、
「
其
方

第 36 号 (2010)

は
今
日
殺
す
に
極
り
し
所
に
、
わ
れ
あ
や
ま
り
て
庖
丁
を
井
の
底
へ
取
お
と
し
た
り
。
此
庖
了
を
其
方
と
り
上
な
ば
、
命
を
助
放
す

ベ
し
」
と
、
網
を
付
て
泥
亀
を
井
の
中
へ
入
れ
け
れ
ば
、
即
庖
了
を
く
わ
へ
上
り
ぬ
。
然
る
処
に
約
束
を
変
じ
、
そ
の
慌
亀
を
殺
し

料
理
し
た
り
け
り
。
其
約
を
違
し
報
に
や
、
此
亭
主
発
病
し
て
、
苦
の
余
り
終
に
死
す
。
一
時
程
あ
っ
て
よ
み
が
ゑ
り
ぬ
。
家
内
悦

し
に
、
又
両
三
日
あ
っ
て
苦
甚
く
て
命
終
す
。
此
度
も
一
時
半
計
し
て
蘇
生
す
。
か
く
の
如
く
都
合
七
ケ
度
、
そ
の
度
々
の
官
民
も

あ
て
ら
れ
ぬ
こ
と
に
て
あ
り
け
る
が
、
次
第
/
\
に
弱
て
終
に
怠
絶
し
ま
、
に
て
、
蘇
生
な
く
し
て
死
し
け
り
。

又
、
対
捌
珂
淵
に
、
泥
畠
喝
を
料
理
し
て
渡
世
す
る
者
あ
り
。
或
日
川
の
端
に
て
届
了
を
研
一
に
、
川
へ
取
落
し
ぬ
。
さ
が
せ
ど
も
相
し

れ
ず
。
夫
故
流
亀
に
向
ひ
、
「
汝
も
生
あ
る
者
な
り
。
庖
丁
を
取
か
ゑ
り
来
ら
ば
、
命
を
助
は
な
す
べ
し
」
と
、
網
を
付
け
川
へ
入

し
に
、
泥
亀
庖
丁
を
く
は
へ
上
る
。
其
日
の
客
に
、
右
の
泥
亀
を
料
理
し
て
出
せ
し
に
、
客
両
人
喰
ら
ふ
と
即
座
に
死
す
。
是
に
よ

日本語. EI 本文化

っ
て
亭
主
を
死
罪
に
抑
付
ら
れ
た
り
。

又
、
掴
闘
川
剰
の
事
な
り
。
対
捌
捌
一
江
僻
池
宮
越
に
、

八
兵
衛
と
い
ふ
者
、
常
に
泥
亀
を
料
理
し
て
売
を
渡
世
と
す
。
或
夜
一
子
が
深

更
に
起
き
て
は
い
廻
り
け
る
を
、
組
亀
と
心
得
、

口
ハ
一
打
に
殺
し
け
る
。

」
こ
に
は
三
つ
の
話
題
が
語
ら
れ
る
が
、
前
の
二
つ
(
一
つ
は
「
明
和
年
中
」
(
七
六
回
1

七

)
)
で
は
、
箸
と
包
了
の
違
い
は
あ

れ
、
【
資
料
日
】
と
ほ
ぼ
同
じ
設
定
で
あ
り
、
さ
き
に
は
ス
ッ
ポ
ン
が
約
束
を
果
た
し
た
こ
と
に
不
気
味
さ
を
感
じ
て
料
理
を
止
め
た
が
、

九

こ
ち
ら
で
は
人
間
の
側
が
約
束
違
反
を
し
、
そ
の
復
讐
を
受
け
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
『
大
販
倍
承
地
誌
集
成
』

典
は
不
明
な
が
ら
、
万
延
元
年
(
一
八
六
O
)
に
「
心
斎
橋
筋
に
す
っ
ぽ
ん
料
理
で
有
名
な
料
亭
」
で
起
こ
っ
た
奇
談
(
料
理
人
が
誤
っ

て
井
戸
に
落
と
し
た
庖
γ
を
、
逃
が
し
て
や
る
こ
と
を
条
件
に
ス
ッ
ポ
ン
に
取
ら
せ
た
が
、
約
束
を
違
え
て
蓄
を
切
り
落
と
し
た
と
こ
ろ
、

一
五
八
番
の
話
も
、
出
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そ
の
首
が
喉
笛
に
噛
み
つ
い
た
)
を
載
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
同
源
の
一

で
あ
ろ
う
。

(
「
宝
騰
八
年
」

三
つ
自
の

う
点
で
は
次
の
よ
う
な
話
も
伝
わ
る
。

【
資
料
日
】

七
五
八
)
も
ま
た
殺
生
の
報
い
の
一
つ
で
あ
り
、
死
と
ス
ッ
ポ
ン
の
姿
態
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い

カメの報恩・スッポンの報復(楽図)

其
比
、
大
坂
よ
り
商
用
の
に
付
て
来
合
た
る
者
云
し
は
、
の
怪
あ
や
し
む
べ
か
ら
ず
。
大
塚
、
京
と
も
に
近
年
は
簡
を
喰
ふ

事
は
や
り
て
、
魚
を
商
ふ
人
多
く
、
簡
を
取
あ
つ
か
ふ
。
今
は
泥
亀
汁
ば
か
り
を
う
り
て
世
を
過
る
又
多
し
。
近
閣
の
髄
を
取
尽
し

て
価
高
き
ま
、
に
、
百
里
の
遠
き
よ
り
も
来
る
事
也
。
其
取
あ
つ
か
ふ
家
に
は
、
大
き
成
龍
、
或
は
穴
蔵
へ
入
て
貯
ふ
。
是
を
求
む

る
人
来
る
時
は
、
足
音
に
殺
気
を
知
っ
て
、
泥
品
開
ど
も
我
一
と
下
へ
潜
り
入
る
。
時
々
た
が
わ
ず
妙
也
。

一
年
、
大
坂
田
堀
に
は
、
魚
店
の
亭
主
隠
居
し
て
別
家
に
住
れ
け
る
。
尤
も
其
家
、
此
混
亀
の
み
取
あ
っ
か
ふ
。
跡
つ
ぎ
は
家
の
娘

に
し
て
、
懇
を
取
て
世
を
渡
し
、
ひ
と
り
楽
に
過
ら
れ
け
る
に
、
其
死
相
恐
る
べ
し
、
口
ハ
泥
亀
に
似
た
り
。
隠
居
に
し
て
夜
中
息
絶

へ
た
る
を
、
娘
も
鍔
も
し
ら
ず
。
朝
見
廻
り
て
窺
ふ
に
、
裸
に
成
、
縁
の
下
へ
一
這
入
り
、
手
足
を
以
て
土
を
掘
り
、
其
中
に
平
臥
し

て
死
居
ら
れ
け
る
。
近
隣
の
見
開
け
る
物
、
爪
は
じ
き
し
て
平
生
を
憎
み
け
れ
ど
も
、
其
家
に
は
是
に
も
心
付
か
ず
や
、
掠
も
渡
世

の
悲
し
き
に
や
、
ザ
ナ
今
泥
亀
を
取
り
あ
つ
か
ふ
。
我
も
是
よ
り
ぞ
、
す
ほ
ん
汁
は
思
ひ
と
ま
り
ぬ
。
此
地
に
も
必
ず
「
泥
亀
に
は
あ

た
り
給
ふ

と
は
云
し
。

吋
三
州
奇
談
』
は
加
賀
・
能
登
・
越
中
地
方
の
逸
話
を
集
め
た
、
宝
踏
切
和
(
一
七
五

坂
よ
り
高
用
の
事
に
付
て
来
合
た
る
者
」
の
話
し
と
し
て
、
上
方
で
の
ス
ッ
ポ
ン
汁
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
半
に
語
ら
れ

七

一
)
頃
の
作
品
で
あ
る
。
前
半
は
「
大

る
「
大
坂
西
堀
」

で
の
出
来
事
、
ス
ッ
ポ
ン
を
商
う
家
の
主
人
が
ま
る
で
ス
ッ
ポ
ン
の
し
ぐ
さ
の
よ
う
な
死
に
様
で
あ
っ
た
と
の
噂
話
は
、

【
資
料
日
】
の
三
つ
慢
の
話
と
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

{
資
料
口
】
吋
撰
陽
奇
観
』
巻
七
「
坂
町
流
亀
屋
裏
〈
法
慈
同
点
寸
前
東
へ
入
北
が
は
〉
」

組
側
到
捌
剛
に
泥
亀
崖
裏
と
い
ふ
名
高
き
あ
り
。
期
掛
叫
鋼
、
此
一
袋
に
川
魚
商
人
住
み
け
る
が
、

日
毎
に
大
坂
の
町
々
を
川
魚
を
売

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



り
歩
、
き
行
く
。
一
日
、
道
額
堀
側
に
て
泥
亀
を
売
り
け
る
内
に
、
数
一
ツ
不
足
せ
し
を
、
彼
商
人
、
疑
念
を
生
じ
、
定
め
て
此
中
の

人
盗
み
揺
し
た
る
な
る
べ
し
と
患
ひ
、
夫
れ
ぞ
と
は
い
は
ぬ
ば
か
り
に
罵
り
け
れ
ば
、
元
米
関
か
ぬ
気
質
の
土
地
な
る
ゆ
へ
、

/
t
\

大
き
に
立
腹
し
て
、
其
辺
を
尋
れ
ど
も
更
に
知
れ
ず
。
紛
失
の
泥
亀
、
も
し
も
逃
げ
行
き
た
る
な
ら
ば
、
今
愛
へ
出
よ
。 み

な
た
と

へ
い
か
程
高
践
に
て
も
、
我
々
が
買
取
て
放
ち
遺
る
ベ
し
。
疑
が
は
れ
し
一
な
か
な
か
金
銭
に
換
が
た
し
と
口
々
に
い
ふ
時
に
、

不
思
議
や
、
以
前
の
泥
亀
何
方
よ
り
か
は
立
戻
り
け
ん
、
這
出
て
逃
る
気
色
も
な
く
、
大
勢
の
中
に
跨
ま
り
首
を
出
し
て
人
々
の
顔

詰(í 36 号 (2010)

を
な
が
め
居
る
。
虫
魚
の
類
ひ
す
ら
命
を
暗
む
は
生
あ
る
も
の
、
習
ひ
に
し
て
無
理
な
ら
ず
。
直
段
い
か
程
な
る
や
と
尋
る
に
、
部

人
、
心
裏
に
思
ふ
ゃ
う
、
此
泥
亀
、
何
程
高
く
い
ふ
共
、
買
取
ね
ば
成
ら
ぬ
時
宜
也
と
、
足
元
を
見
込
み
、
直
段
は
一
貫
文
な
り
と

い
ふ
。
皆
々
そ
れ
は
余
り
高
誼
也
と
い
へ
共
、
酪
人
更
に
一
銭
も
負
ざ
れ
ど
も
、
是
非
な
く
英
直
段
に
貿
取
て
、
直
さ
ま
道
頓
堀
へ

放
ち
遺
ら
ん
、
太
義
な
が
ら
と
彼
商
人
に
放
さ
せ
け
る
に
、
川
端
へ
持
行
く
う
ち
に
、
又
々
悪
心
萌
し
、
放
す
体
に
見
せ
て
傍
に
有

合
ふ
石
を
川
へ
投
込
み
、
泥
亀
は
お
の
が
嬢
へ
密
に
器
し
入
れ
て
、
さ
あ
ら
ぬ
体
に
て
右
の
館
一
貫
文
を
受
取
、
け
ふ
は
思
は
ぬ
徳

を
得
た
り
と
、
心
裏
に
笑
み
を
含
み
つ
、
我
家
へ
立
帰
り
、
其
夜
、
ま
た
余
人
へ
五
百
文
に
売
渡
し
て
料
理
に
掛
り
け
る
に
、
泥
亀

首
を
出
し
て
持
た
る
出
刃
庖
丁
に
喰
付
を
、
少
し
も
怖
れ
ず
こ
、
ち
放
し
、
首
打
落
し
て
何
の
苦
も
な
く
料
理
し
て
、
心
祝
ひ
の
寝
泊

な
ど
心
よ
く
飲
て
打
臥
け
る
が
、
立
(
夜
間
更
の
頃
、
頻
り
に
苦
し
む
声
聞
え
け
る
ゆ
へ
、
隣
家
の
者
大
き
に
驚
き
か
け
来
り
、
門
口

の
一
戸
を
押
破
り
見
で
あ
れ
ば
、
彼
商
人
、
咽
の
あ
た
り
血
に
染
て
死
し
居
た
り
。
早
速
、
家
主
へ
知
ら
せ
て
其
よ
し
御
届
山
中
上
し
か

ぱ
、
検
使
御
越
有
て
、
統
口
を
吟
味
あ
る
に
、
泥
亀
の
切
首
、
咽
ぶ
え
を
喰
破
り
た
る
体
、
不
審
思
召
け
れ
共
、
外
に
子
細
も
無
之

ゆ
へ
、
死
骸
取
片
付
け
仰
せ
付
け
ら
れ
栂
済
ぬ
。
誠
に
非
道
の
欲
に
枕
り
、
忽
ち
況
亀
の
為
に
ム
却
を
失
ひ
、
殺
生
の
報
ひ
恐
る
べ
し
。

日本語・日本文化

夫
よ
り
此
処
を
泥
亀
屋
一
泉
と
紳
号
し
て
後
生
に
因
果
の
道
理
を
し
ら
し
む
る

助
と
成
り
ぬ
。

前
半
は
、
出
で
き
た
ら
助
け
て
や
る
と
の
言
葉
を
理
解
し
た
か
の
よ
う
に
、

一
度
逃
げ
た
ス
ッ
ポ
ン
が
姿
を
現
し
た
と
い
う
内
容
、
後

ヰ
十
は
あ
こ
ぎ
な
ス
ッ
ポ
ン
売
り
が
約
束
を
破
っ
た
が
た
め
に
、
喰
笛
を
食
い
破
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
お
ぞ
ま
し
い
話
と
な
っ

て
い
る
。
「
摂
陽
奇
観
』
は
天
保
四
年
(
一
八
三
一
一
一
)

(
一
七
回
八1

五
O
)
の
話
と
さ
れ
、

の
編
纂
で
あ
る
が
、
本
話
は
「
寛
延
の
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や
は
り
さ
き
に
挙
げ
た
『
観
音
冥
応
集
』
や
『
一
一
一
川
奇
談
』
と
そ
う
隔
た
ら
な
い
時
期
の
話
題
で
あ
る
。
こ
の

た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
『
〈
浪
花
雑
誌
〉
街
廼
噂
こ
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
『
大
阪
怯
承
地
誌
集
成
』
一
一
九
七
番
も

は
か
な
り
話
題
に
な
っ

(
天
保
六
年
)

同
話
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

{
資
料
日
}
「
関
田
耕
筆
』

簡
を
薬
用
に
す
べ
し
と
涯
の
教
た
る
に
、
其
人
、
殺
す
に
忍
び
ず
、
簡
に
む
か
ひ
て
、
其
出
を
い
ひ
合
て
放
た
る
に
、
其
病
は
た
し

て
金
た
り
と
な
ん
。
此
類
の
話
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
こ
れ
は
お
の
れ
し
る
人
の
、
樹
制
叫
寸
刻
吋
引
け
川
、
此
事
を
な
し
此
験
を
得
た
り

カメの綴忍・スッポンの報復(柴田)

と
語
り
し
旨
な
り
。
病
は
痔
疾
に
て
あ
り
し
と
な
ん
。

凡
簡
は
執
念
深
き
も
の
に
て
、
折
ふ
し
奇
な
る
こ
と
も
聞
ゆ
。
中
京
の

に
、
中
に
一
入
門
を
さ
し
入
よ
り
、
俄
に
わ
れ
は
喰
ま
じ
と
い
ひ
し
に
、
一
一
人
も
亦
、
げ
に
と
て
連
れ
立
て
出
た
り
。
さ
て
帰
る
さ
、

な
ぞ
俄
に
喰
ま
じ
き
意
に
は
成
た
る
や
と
と
ひ
し
に
、
其
男
身
を
戦
菓
て
、
我
立
入
て
見
れ
ば
、
能
、
火
炉
に
よ
り
て
寝
た
る
が
、

人
、
簡
を
喰
ん
と
い
ひ
合
せ
て
、

そ
れ
売
家
へ
行
た
る

あ
や
し
く
て
能
見
れ
ば
、

お
そ
ろ
し
く
成
た
り
と
い
ひ
し
に
、

一
一
人
も
そ
よ
我
々
も
同
じ
こ
と
に
て
あ
り
し

り
し
ほ
ど
に

に
、
吾
子
喰
ま
じ
と
い
ひ
出
し
か
ば
、
う
れ
し
く
て
速
に
応
じ
た
る
な
り
と
諮
り
あ
ひ
、
此
後
は
、
氷
く
此
物
を
喰
は
ず
。
是
も
正
し

き
こ
と
な
り
。

{
資
料
山
口
}
『
提
醒
紀
談
』
「
鑑
異
」

一
人
の
簡
を
襲
と
し
て
習
も
の
あ
り
。
そ
の
家
の
後
に
築
を
か
ま
へ
て
、
多
く
の
離
を
貯
へ
置
て
、
来
り

貿
ふ
も
の
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
殺
し
調
理
し
て
葉
と
す
。

升
形
の
盟
と
い
ふ
地
に
、

日
何
心
な
く
、
そ
の
禦
に
臨
み
て
簡
を
う
ち
な
が
め
居
け
る
が
、

は
し
け
ん
足
を
踏
は
づ
し
て
水
中
に
ま
ろ
び
落
け
る
に
、
数
多
の
臨
あ
つ
ま
り
て
岬
殺
し
た
り
。

ま
た
側
到
例
制
叫
剖
に
住
居
し
て
、
鑑
を
売
る
も
の
あ
り
。
そ
の
家
、
河
に
の
ぞ
め
り
。
た
ま
/
\
庖
了
を
水
中
に
と
り
落
し
た
り
。

そ
の
時
に
主
人
、
監
に
向
て
云
。
汝
水
中
に
落
し
た
る
庖
丁
を
取
り
得
て
来
ら
ば
、
放
ち
ゃ
ら
ん
と
い
ひ
ふ
く
め
て
、
戯
に
か
の
簡

を
縄
に
て
結
ひ
、
一
刈
の
中
に
投
入
れ
け
れ
ば
、
須
出
火
に
し
て
か
の
刀
を
合
て
出
づ
。
か
、
れ
ば
そ
の
妻
、
直
に
こ
れ
を
放
つ
べ
し
と

、
ミ

f

L

，
刀
、
♂
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勧
む
れ
ど
も
主
人
き
か
ず
、

そ
の
主
人
、
に
は
か
に
発
狂
し

や
が
て
そ
の
騒
が
}
調
理
し
て
客
に
進
む
と
云
。
か
く
て
数
日
を
へ
て
、

て
身
ま
か
り
し
と
ぞ
。
〔
孔
雀
楼
文
集
〕

世
に
か
、
る
ゃ
う
の
物
が
た
り
を
ば
、
誰
も
/
\
す
な
る
を
今
こ
冶
に
突
な
る
紀
事
を
見
て
、

そ
の
龍
べ
か
ら
ざ
る
を
憶
ふ
ベ
し
。

吋
閑
田
耕
簿
一
十
』
は
享
和
元
年
(
の
記
事
、
吋
提
醒
紀
談
』
は
嘉
、
氷
コ
の
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ

て
き
た
作
品
よ
り
時
代
は
下
る
が
、
「
凡
簡
は
執
念
深
き
も
の
に
て
、
折
ふ
し
奇
な
る
こ
と
も
開
ゆ
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、
そ
こ
に
表
れ

八
O

一
)

八
五
O
)

た
患
い
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
も
の
と
重
な
る
と
い
え
よ
う
。

言~ 36 号 (2010)

右
に
見
て
き
た
ス
ッ
ポ
ン
の
佳
異
に
関
す
る
話
題
は
、
引
用
文
中
に
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
前
半
の
上
方
、
特
に
大
坂
の

中
心
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
説
話
が
生
ま
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
に
調
理
の
場

面
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
か
ら
ス
ッ
ポ
ン
が
食
用
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
か
あ
る
。

に
刊
行
さ
れ
た
吋
本
朝
食
鑑
』
に
は
「
鑑
」
の
項
が
設

こ
れ
ら
の
話
が
文
献
に
現
れ
て
く
る
産
前
に
あ
た
る
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)

日本語. El本文化

そ
の
特
徴
や
想
像
的
特
性
と
あ
わ
せ
て
、
食
用
と
す
る
場
合
の
調
理
法
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
嬉
遊
笑
覧
』
(
巻
十
上
)
に
は

吋
寛
永
料
理
物
語
』
を
引
い
て
「
「
真
亀
は
吸
物
・
さ
し
み
、
石
亀
も
向
」
と
い
へ
る
、
真
亀
は
す
っ
ぽ
ん
に
や
。
浪
花
に
て
は
も
と
よ
り

好
み
て
食
た
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
実
態
は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
上
方
で
は
元
禄
の

け
ら
れ
、

噴
か
ら
ス
ッ
ポ
ン
料
理
が
店
で
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

元
禄
期
の
大
坂
は
、
そ
れ
ま
で
の
京
都
周
辺
の

つ
の
有
力
な
町
と
い
う
位
置
か
ら
、
都
を
し
の
ぐ
経
済
力
を
備
え
た
都
市
と
し
て
変

貌
す
る
時
期
で
あ
り
、

ス
ッ
ポ
ン
料
理
の
店
も
ま
た
外
食
産
業
の
発
展
と
い
う
社
会
の
変
動
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
、

生
活
環
境
の
変
化
は
、

そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
感
情
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
ス
ッ
ポ
ン
の
復
讐
諮
が
、
他
の

時
期
・
場
所
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
時
期
の
大
坂
に
急
に
ま
と
ま
っ
て
現
れ
て
く
る
背
景
に
は
、
新
た
な
食
文
化
へ
の

違
和
感
、
ま
た
長
命
の
カ
メ
類
に
対
す
る
殺
生
の
認
識
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
は
急
激
な
変
化
合
}
起
こ
し
て
い
る
社
会
の
独
特
な
雰
閤
気
を

伝
え
る
一
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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一関

本
稿
で
は
、
カ
メ
・
ス
ッ
ポ
ン
を
め
ぐ
る
説
話
を
お
お
ざ
っ
ぱ
に
概
観
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
動
物
観
、
あ
る
い
は

そ
の
変
化
は
、
人
間
の
内
部
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

カメの報沼、・スッポンの線復(然防)

〔
付
記
〕

・
本
稿
中
、
引
用
・
参
考
文
献
は
次
に
よ
り
、
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

『
古
川
場
記
』
、
『
八
幡
滋
蛍
訓
い
は
日
本
忠
怒
大
系
(
岩
波
書
店
)
、
吋
日
本
書
紀
い
は
日
本
古
典
文
学
大
系
(
山
石
波
書
店
)
、
吋
今
昔

物
語
集
い
、
『
平
家
物
一
諸
問
』
、
ロ
ネ
物
袋
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
(
岩
波
書
店
)
、
『
十
日

A
M
f
箸
間
集
』
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
(
新
潮
社
)
、
「
十
訓
抄
b

は
新
総
日
本
古
典
文
学
全
集
(
小
学
館
)
、
設
相
談
集
』
は
や
位
の
文
学
(
一
一
一
弥
井
書
店
)
、
『
文
明
本
節
用
集
』
は
「
文
明
本
節
胤
築
研
究
遊
び
に

索
引
』
(
印
刷
問
書
房
)
、
芸
読
む
報
ぱ
な
し
』
は
岩
波
文
庫
(
江
戸
怪
談
集
上
)
、
『
観
音
双
〈
応
集
』
は
史
民
永
一
刊
本
観
音
波
(
応
集
』
(
和
泉
書
院
)
、
『
〈
近

代
見
聞
〉
善
悪
業
報
悶
縁
集
』
は
議
議
江
戸
文
庫
・
仏
教
説
話
集
成
(
一
一
)
(
留
者
刊
行
会
)
、
『
一
一
一
州
奇
談
』
は
江
戸
儀
典
締
想
文
芸
大
系
忍
・
近

役
民
閲
兵
開
怪
談
集
成
(
問
者
刊
行
会
)
、
『
摂
陽
奇
観
』
は
浪
速
議
常
一
間
(
浪
速
議
書
刊
行
会
)
、
吋
悶
剖
耕
繁
い
、
『
提
怒
紀
談
』
は
日
本
随
筆
大
成
(
古

川
弘
文
館
)
、
主
人
阪
伝
承
地
誌
集
成
い
(
山
市
文
堂
出
版
)

-
合
代
・
中
祉
の
カ
メ
説
話
に
つ
い
て
は
、
「
説
話
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
〈
白
回
二
日
」
(
説
話
と
説
話
文
学
の
会
)
に
よ
り
、
検
索
・
収
集
を
お
こ
な
っ
た
0

・
本
格
は
、
日
本
語
日
本
文
化
教
脊
研
究
会

(
J平成
幻
年
9

月
刊μ
日
、
大
阪
大
学
)
で
の
口
頭
発
表
ぺ
亀
の
説
話
に
つ
い
て
」
に
恭
づ
き
ま
す
。
席
上
、

賜
り
ま
し
た
ご
質
問
・
ご
意
見
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
説
話
、
中
世
、
近
世
、
大
坂
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The Stories of Turtles in Japanese Classic Literature 

Yoshinari SHIBATA 

In the ancient and medieval period, the turtle stories have 3 types. 
1. as a vessel 
2. as a good symbol 
3. as an animal which repays an obligation 
And in Edo period, the new story come out in addition to the 3 types. It is the 

tenitying story about a SUPPON (a soft-shelled turtle). For example, the story is 
-The cook drops the kitchen knife to the water. He talks to the suppon that if you 
can find out the kitchen knife and take it to me, I don't cook you. The suppon find 
and bring it to him, but the cook breaks his promise. And then, the customers who 
eat the meat of the suppon die. 

In many cases, the stages of these stories are Osaka of the 18th century. There 
is a change in the gastronomic culture in the background of this story. And it is 
related to the development of Osaka in this ages. It is thought that the uneasiness 
of Osaka citizens to new change produced the suppon stories. 
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